
 
 
 
 
 
 
 
 

 
『自分で考え、自分で決める力』を育てる 

                                         旭川市立新富小学校     
校長 工 藤  真   

２学期がスタートしました。たくさんの荷物を抱えて、元気な挨拶と共に登校してきた新富っ子の元気な
顔を見て、長い夏休みが充実したものであったことが伺えます。楽しい思い出もできたことでしょう。２学期
に向けての意欲に満ちあふれていました。 

 
先日、北海道東川町の少年野球チームの記事を読み、大変心を動かされました。そのチームは全国大会

に出場する強豪でありながら、監督が細かなサインを出さない「ノーサイン野球」に取り組んでいます。もち
ろん、何も教えないわけではありません。試合前には大まかな作戦や約束事を確認します。しかし、実際の
場面では子供たち自身が状況を見て考え、仲間と相談し、判断し、行動します。そして試合後には、「なぜそ
の判断をしたのか」を振り返るそうです。監督は、「勝つことよりも、自主性や判断力を育てることを大切に
したい。」と話しています。一時的には勝てない時期もあったそうですが、その経験を積み重ねた結果、子供
たちは大きく成長し、全国大会への切符を手にしました。 

 
この話は、子供の教育にも深くつながるものがあります。私たち大人は、子供が失敗しないようにと、つい

先回りして教えたり、答えを与えたりしてしまいます。しかし、それでは子供は「考える機会」を失ってしまいま
す。本当に身に付けてほしいのは、「言われたことを正しくできる力」だけではなく、「自分で考え、選び、行
動する力」です。 

学校でも、子供たちが自分で考える場面を大切にしています。授業では「なぜそう考えたのか」を友達と
話し合い、係活動や委員会活動では自分たちで課題を見付けて改善策を考えます。時にはうまくいかない
こともありますが、その試行錯誤こそが大きな学びとなります。 

 
また、記事の中には、監督の言葉の掛け方も紹介されていました。「四球を出すな」ではなく、「いい姿勢

で投げ終わろう」、「アウトを取れ」ではなく、「ファインプレーの準備をしよう」と伝えるそうです。結果ではな
く、行動に目を向けた前向きな言葉掛けが、子供の「自分ならできる」という気持ちを育てているのです。こ
れは、学校だけではなく、ご家庭でも大切にしたい視点ではないでしょうか。多くの学びに向かう２学期が
始まるこの時期は、子供たちが自分で考えて行動する機会がたくさんあります。自分で家庭学習の時間を
どう生み出すのか？メディアに触れる時間をどう自分でコントロールするのか？大人がすべて決めるのでは
なく、「どうしたらいいと思う？」と問い掛け、一緒に考える時間をつくっていただけると嬉しく思います。 

 
失敗しない子供よりも、失敗から学び、次に生かせる子供を育てたい。そのためには、大人が少しだけ待

ち、少しだけ任せ、子供の力を信じることが大切です。新富小学校では、これからも子供たち一人一人が、
自ら考え、自ら判断し、自ら行動できる「自走する子供」を育てる教育を大切にしてまいります。保護者の皆
様のご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 
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